


1） 土づくり
基本的には播種又は定植の1ヶ月前までに行う。

①土づくりの資材の施用
●草堆肥・・・2kg/㎡
 ※ 緑肥、作物残渣など、できるだけ植物質のものが好ましいが、生
ゴミ堆肥などでも代用可。

●ＥＭボカシⅡ型（またはEMボカシⅠ型）・・・200ｇ/㎡

堆肥とEMボカシを施用して、全体耕起し、畝立てをする。
よくできる畑や長年耕作している畑であれば、地表面に施用
するのもＯＫ。

②ＥＭの散布
ＥＭ・1とＥＭ・3の100倍希釈液を土が湿るくらいたっぷり
と、植え付けまでに2～3回散布します。

●ＥＭ・1とＥＭ・3の100倍希釈液　　　　　　　　　
　・・・水1ℓに対し、ＥＭ・1を10ml＋ＥＭ・3を10ml/㎡

③散布後
有機物やポリマルチで被覆すると、湿度を保ちＥＭが定着し
やすくなります。

2） 元肥の施用
肥料成分を期待した EM ボカシなどを施用する場合は、畝全
体ではなく、種まきや定植をした場所から少し離れた所に、播
種・定植の2週間前までに施します。

基本的には EMボカシⅠ型、EMボカシⅡ型および炭入りスー
パーボカシのいずれかを100kg/ ㎡施します。

特にｐＨが低い畑では、天然ＰＫカルシウムを50ｇ/ ㎡施用し
ます。さらに根の張りを向上させたい場合はEMボカシに加え、
キレートボカシ20ｇ/㎡も施します。

＜元肥施用方法＞
作物や栽培方法で施用方法が異なります。下記の方法から選んで施用して下さい。

※ 施肥をしたらEM・1とEM・3の1000 倍希釈液を散布します。

Ａ）表面施肥・・・株間や条間の表面にEMボカシなどを施用し軽く土と混ぜあわせます。　
　 （この場合は特に播種・定植までに日数をとって下さい）

Ｂ）穴施肥・・・・・定植する株間に穴を掘り、EMボカシなどを施用し土をかぶせます。

Ｃ）溝施肥・・・・・定植、播種する間に溝を掘り、EMボカシを施用します。

3）育苗（種と苗の処理）
① 種子は農薬を水で洗い流したあと、ＥＭ・1の2000 倍希釈
液に30分に浸けたあと新聞紙などに広げて、日陰で乾かし
ます。

② 苗はＥＭ・1の 1000 倍希釈液に 5 分浸け込んで定植しま
す。

③ 育苗期間は、ＥＭ・1とＥＭ・3 の 1000 倍希釈液を定植ま
でに4～ 5回散布します。

④ 直まきの場合は、植え穴にたっぷりとＥＭ・1の1000 倍希釈液を撒いて、播種して覆土しま
す。
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表土を敷き草で覆うと雑草抑制の効果があります。
また、夏場に水をたっぷりかけて透明ポリマルチで覆
う太陽熱消毒を行うと、雑草抑制効果がUPします

※ EM･3の代替として、EM･3Sでも良い。
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